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(57)【要約】
【課題】間接活線工具を用いて電柱および対象物に取り
付け容易な絶縁防具を提供する。
【解決手段】電柱絶縁防具２は、間接活線工具１３を用
いた工事を行う際に、電柱１０を絶縁保護するものであ
る。電柱絶縁防具２は、絶縁性の絶縁具本体４と、絶縁
具本体４の矩形の一の短辺５ａに取り付けられる挟持部
６と、絶縁具本体４と挟持部６との取付部分に設けられ
たバネ材８とを備える。絶縁具本体４は、矩形であって
、矩形の短辺方向が軸方向となるように、かつ軸方向に
沿った一部が開放された筒形状に曲げられている。挟持
部６は、一の短辺５ａを軸に回転する。絶縁具本体４の
矩形の両短辺５ａ，５ｂによって構成された挿入口１４
から、絶縁具本体が形成する筒の内部に挟持部に接触し
ながら電柱１０を挿入し、挟持部６がバネ材８によって
付勢されることで、挟持部６と絶縁具本体４の矩形の他
の短辺５ｂ側とによって電柱１０を挟持する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　間接活線工具を用いた工事を行う際に、電柱を絶縁保護する電柱絶縁防具であって、
　矩形であって、該矩形の短辺方向が軸方向となるように、かつ軸方向に沿った一部が開
放された筒形状に曲げられる絶縁性の絶縁具本体と、
　上記絶縁具本体の矩形の一の短辺に取り付けられ、該一の短辺を軸に回転する挟持部と
、
　上記絶縁具本体と上記挟持部との取付部分に設けられたバネ材と、
を備え、
　上記絶縁具本体の矩形の両短辺によって構成された挿入口から、上記電柱が該絶縁具本
体が形成する筒の内部に上記挟持部に接触しながら挿入され、
　上記挟持部が上記バネ材によって付勢されることで、該挟持部と上記絶縁具本体の矩形
の他の短辺側とによって上記電柱を挟持する、電柱絶縁防具。
【請求項２】
　請求項１の電柱絶縁防具において、
　上記絶縁具本体が形成する筒の外側面から突設され、上記間接活線工具によって挟まれ
る把持部をさらに備える、電柱絶縁防具。
【請求項３】
　電柱と、該電柱に支持される対象物とを絶縁保護する絶縁防具であって、
　請求項１または２の電柱絶縁防具と、
　上記対象物を覆う絶縁性の防護シートと、
　を備えており、
　上記電柱絶縁防具は、上記絶縁具本体が形成する筒の外側面に設けられた本体取付部を
有しており、
　上記防護シートは一方の面に設けられたシート取付部を有しており、
　上記本体取付部に上記シート取付部を当接させることで、上記防護シートが上記電柱絶
縁防具に取り付けられる、絶縁防具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電柱を絶縁保護する電柱絶縁防具と、この電柱絶縁防具および電柱に支持さ
れる対象物を絶縁保護する防護シートを備えた絶縁防具とに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　                                        　
  従来より、架空配電線において、間接活線工具を用いて活線部分に直接触れずに作業を
行う、間接活線工法が知られている。間接活線工法により作業を行う場合、作業者が誤っ
て短絡したり、感電するなどの不測の事故を防ぐために、間接活線工具を用いて、腕金等
の対象物に絶縁性の防護シートを被せ、クリップ等でこの防護シートを固定することが知
られている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平９－１９１５１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記の防護シートを取り付ける場合、間接活線工具により、防護シート
を対象物に被せた後、さらに間接活線工具でクリップ等を操作して、防護用シートを固定
しなくてはいけない。このため、間接活線工具の操作に高度な技術が必要であり、防護シ
ートの取り付けに、労力と時間とがかかってしまう。特に、腕金付近において作業を行う
場合、防護シートを電柱、腕金、碍子等を含む広範囲の対象物を防護する必要があり、こ
のような広範囲を一括防護するような防護用シートの取り扱いには、より高度な技術が要
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求されるという問題がある。
【０００４】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、間接活線
工具による取り付けが容易な電柱絶縁防具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る電柱絶縁防具は、間接活線工具を用いた工事を行う際に、電柱を絶縁保護
する電柱絶縁防具であって、矩形であって、該矩形の短辺方向が軸方向となるように、か
つ軸方向に沿った一部が開放された筒形状に曲げられる絶縁性の絶縁具本体と、上記絶縁
具本体の矩形の一の短辺に取り付けられ、該一の短辺を軸に回転する挟持部と、上記絶縁
具本体と上記挟持部との取付部分に設けられたバネ材と、を備え、上記絶縁具本体の矩形
の両短辺によって構成された挿入口から、上記電柱が該絶縁具本体が形成する筒の内部に
上記挟持部に接触しながら挿入され、上記挟持部が上記バネ材によって付勢されることで
、該挟持部と上記絶縁具本体の矩形の他の短辺側とによって上記電柱を挟持する。
【０００６】
　上記の構成によると、電柱絶縁防具は、工事の際に電柱に取り付けられ、電柱の一部を
絶縁保護する。絶縁具本体の矩形の両短辺によって構成された挿入口から、電柱を挿入す
る。電柱を挟持部に押し付けるようにして、電柱絶縁防具を電柱側に動かす。挟持部は、
絶縁具本体の矩形の一の短辺に回転自在に設けられており、電柱に押されて回動する。絶
縁具本体の筒の内部に挿入された電柱は、挟持部と、絶縁具本体における矩形の他の短辺
側とによって挟持される。挟持部がバネ材によって付勢されていることで、電柱絶縁具が
電柱に保持される。このようにして、電柱に押し付けるだけで、電柱絶縁防具が電柱に容
易に取り付けられ、絶縁具本体によって電柱が被われて絶縁保護される。
【０００７】
　本発明では、上記絶縁具本体が形成する筒の外側面から突設され、上記間接活線工具に
よって挟まれる把持部をさらに備えていることが好ましい。把持部は、複数設けられてい
てもよく、絶縁具本体の外側面のいずれの箇所に形成されてもよい。
【０００８】
　上記の構成によると、間接活線工具によって、電柱絶縁防具が間接的に操作される。電
柱絶縁防具の把持部を間接活線工具によって挟んで、電柱絶縁防具を電柱に近づけ、挿入
口から電柱を挿入する。電柱に挟持部を押し付けるように、間接活線工具によって電柱絶
縁防具を電柱側に動かす。絶縁具本体の筒の内部に挿入された電柱は、バネ材によって付
勢される挟持部と、絶縁具本体における矩形の他の短辺側とによって挟持される。このよ
うに、電柱絶縁防具は、電柱に押し付けるだけで、容易に電柱に取り付けることができる
ので、間接活線工具の操作が容易である。
【０００９】
　本発明に係る絶縁防具は、上記の電柱絶縁防具と、上記対象物を覆う防護シートと、を
備えており、上記電柱絶縁防具は、上記絶縁具本体が形成する筒の外側面に設けられた本
体取付部を有しており、上記防護シートは一方の面に設けられたシート取付部を有してお
り、上記本体取付部に上記シート取付部を当接させることで、上記防護シートが上記電柱
絶縁防具に取り付けられる。
【００１０】
　上記の構成によると、電柱絶縁防具により電柱を覆って絶縁保護するとともに、防護シ
ートを電柱絶縁防具に取り付け、防護シートにより対象物を覆って絶縁保護する。電柱絶
縁防具を電柱に取り付けた後、電柱絶縁防具の本体取付部に、防護シートのシート取付部
を当接させると、本体取付部とシート取付部とがくっつき、電柱絶縁防具に防護シートを
取り付けることができる。そして、防護シートで対象物を覆うことで、対象物を絶縁保護
する。防護シートは、シート取付部を本体取付部に当接させるだけよいので、間接活線工
具を用いて容易に電柱絶縁防具に取り付けることができる。また、防護シートは、電柱絶
縁防具に取り付けられるので、対象物を覆った後に別の固定具を用いて固定する必要がな
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い。このように、電柱絶縁防具と防護シートとによって、電柱と対象物とを覆って絶縁保
護し、間接活線工法による工事の作業が安全に行われる。ここで、対象物は、電柱に取り
付けられた腕金、電線を引き留める碍子、クランプ、縁回し線等である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、電柱絶縁防具を電柱に押し付けるだけで取り付けることができるので
、間接活線工具により容易に電柱絶縁防具を取り付けることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００１３】
　本発明の実施形態にかかる絶縁防具１は、間接活線工法により行う配電線工事において
、対象物を絶縁保護するために用いるものである。
【００１４】
　間接活線工法とは、電線を通電させたままの状態で、間接活線工具を用いて、活線部分
に直接触れずに作業を行う工法である。
【００１５】
　絶縁防具１は、図１に示すように、電柱１０の一部分を絶縁保護するための電柱絶縁防
具２と、電柱１０に支持される対象物１１を絶縁保護するための防護シート３とを備えて
いる。ここで、対象物１１とは、腕金１２や電線を引き留める碍子、クランプ、縁回し線
等（図示せず）を指す。
【００１６】
　電柱絶縁防具２は、電柱１０に取り付けられて電柱１０を絶縁保護するとともに、対象
物１１に被せた防護シート３を保持するものである。電柱絶縁防具２は、図２に示すよう
に、矩形形状の板状部材を、その矩形の短辺方向が軸方向となるうに、かつ軸方向のに沿
った一部が開放された筒形状に曲げた形状の絶縁具本体４を備えている。
【００１７】
　図３は、電柱絶縁防具２を筒の軸方向に見た図である。図３において、絶縁具本体４の
矩形の一の短辺５ａは、左斜め下側の辺を指し、矩形の他の短辺５ｂは、左斜め上側の辺
を指す。絶縁具本体４は、一の短辺５ａ側から直線状に延びる第１側壁４ａと、第１側壁
４ａからから円弧状に延びる第２側壁４ｂとで構成されている。絶縁具本体４が形成する
筒の開放部分は、一の短辺５ａと他の短辺５ｂとによって構成された挿入口１４である。
挿入口１４は、電柱１０の直径よりも大きくなるように設けられている。
【００１８】
　電柱絶縁防具２は、一の短辺５ａ側に取り付けられた板状の挟持部６をさらに備えてい
る。挟持部６は、絶縁具本体４の一の短辺５ａを軸に回転可能に取り付けられている。絶
縁具本体４の一の短辺５ａには、円筒状の取付部７が設けられ、挟持部６の基部が、この
取付部７を介して一の短辺５ａに取り付けられている。
【００１９】
　図３および図４に示すように、電柱絶縁防具２の取付部７内には、バネ材８が設けられ
ている。このバネ材８は、図３（ａ）に示すように、絶縁具本体４の筒の内側に向かって
延びる挟持部６をその端部がほぼ筒の中心に位置するように付勢している。具体的には、
挟持部６と絶縁具本体４との距離が、電柱１０の直径よりも小さくなるように、挟持部６
がバネ材８によって付勢されている。挟持部６の端部は、電柱１０の側面の円弧に沿うよ
うに、湾曲して形成されている。
【００２０】
　絶縁具本体４の第１側壁４ａには、外側に向けて突出する把持部９が取り付けられてい
る。把持部９は、第１側壁４ａに向かって開口する略コ字状に曲げられたパイプ状の部材
である。この把持部９は、後述する間接活線工具１３によって挟持される部分である。
【００２１】
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　絶縁具本体４の第１および第２側壁４ａ，４ｂの外面には、防護シート３を取り付ける
ための本体取付部としてのマジックテープ（登録商標）１５の一の面１５ａが設けられて
いる。マジックテープ１５の一の面１５ａは、第１および第２側壁４ａ，４ｂの下部に設
けられている。
【００２２】
　図５に、絶縁具本体４に取り付けられる防護シート３を示す。防護シート３は、絶縁性
のシート状部材であり、略矩形形状であって複数の切れ目が入れられている。
【００２３】
　具体的には、防護シート３の図５における下側部分は、２つの切り目が入れられて３分
割され、両側の下側腕金貼着部３１，３１と下側中央部３２とで構成されている。防護シ
ート３の上側部分は、下側の下側腕金貼着部３１，３１に対応する両側の上側腕金貼着部
３３，３３と、中央の電柱側貼着部３４とで構成されている。電柱側貼着部３４は、電柱
絶縁防具２に取り付けるための部分であり、電柱絶縁防具２のマジックテープ１５の一の
面１５ａに対応するように３つに分割されている。電柱側貼着部３４の電柱絶縁防具２に
取り付ける側の面には、電柱絶縁防具２へ取り付けるシート取付部としてのマジックテー
プ１５の他の面１５ｂが設けられている。下側腕金貼着部３１，３１および上側腕金貼着
部３３，３３は、互いがくっつくように、下側腕金貼着部３１，３１にはマジックテープ
１５の一の面３５が、上側腕金貼着部３３，３３にはマジックテープ１５の他の面３６が
取り付けられている。
【００２４】
　図１にその一部が示される間接活線工具１３は、間接活線工法において一般的に使用さ
れる工具であり、電柱絶縁防具２および防護シート３を間接的に操作するためのものであ
る。
【００２５】
　次に、本発明の実施形態に係る絶縁防具１を電柱１０および対象物１１に取り付ける方
法について説明する。
【００２６】
　まず、図２に示すように、電柱絶縁防具２の把持部９を間接活線工具１３によって把持
する。電柱絶縁防具２の挿入口１４が、作業者から見て横に開く向きに電柱絶縁防具２を
保持する。
【００２７】
　挿入口１４に電柱１０が挿入されるのを目視により確認しながら、挟持部６を電柱１０
の上端部分に押しつけるように電柱絶縁防具２を動かす。挟持部６が電柱１０により押さ
れて回転し、電柱１０が絶縁具本体４内に挿入される。
【００２８】
　挟持部６は、バネ材８によって、図３（ｂ）に示す矢印の方向に付勢される。絶縁具本
体４内に挿入された電柱１０は、挟持部６と絶縁具本体４の他の短辺５ｂ側の部分とによ
って挟持される。
【００２９】
　次に、挿入口１４が作業者の反対側に向くように、電柱絶縁防具２を回転させる。つま
り、作業者の手前側にある把持部９が横側にくるように、間接活線工具１３によって把持
部９を動かす。このようにして、作業者側の電柱１０の上端部分が電柱絶縁防具２により
覆われて絶縁保護される。
【００３０】
　電柱絶縁防具２は、電柱１０に押し付けるだけで、容易に電柱１０に取り付けることが
できるので、間接活線工具１３による操作が簡易である。
【００３１】
　次に、図１に示すように、防護シート３を取り付ける。
【００３２】
　防護シート３のマジックテープ１５が取り付けられている側と反対側の面を間接活線工
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具１３により挟む。
【００３３】
　防護シート３の電柱側貼着部３４におけるマジックテープ１５の他の面１５ｂを、電柱
絶縁防具２のマジックテープ１５の一の面１５ａに当接させて、マジックテープ１５の一
の面１５ａと他の面１５ｂとをくっつける。このようにして、防護シート３が電柱絶縁防
具２に容易に取り付けられる。
【００３４】
　次に、防護シート３の上側腕金貼着部３３と下側腕金貼着部３１とによって腕金１２を
包むように、マジックテープ１５の一の面３５と他の面３６とを貼り合わせる。このとき
、防護シート３の下側中央部３２は、作業者の手前側における電柱１０の電柱絶縁防具２
の下方部分を覆うように、垂れ下がっている。
【００３５】
　このようにして、電柱１０の上端部を電柱絶縁防具２によって覆うとともに、防護シー
ト３によって腕金１２を含む対象物１１、電柱１０の一部等を覆い絶縁保護する。
【００３６】
　電柱絶縁防具２は、電柱１０に押し付けることで、容易に電柱１０に取り付けることが
でき、防護シート３は、マジックテープ１５の一の面１５ａと他の面１５ｂとを貼り合わ
せることで、容易に電柱絶縁防具２に取り付けることができる。このため、絶縁防具１の
取り付けのための間接活線工具１３の操作を簡易なものとすることができる。
【００３７】
　また、防護シート３は、電柱絶縁防具２に取り付けられるので、対象物１１を覆った後
に別の固定具を用いて固定する必要がなく、間接活線工具１３の操作に高度な技術は要求
されない。
【００３８】
　なお、上述の実施形態は、本発明の例示であって、本発明はこの例に限定されるもので
はない。
【００３９】
　例えば、以下のような構成としてもよい。
【００４０】
　すなわち、本実施形態では、防護シート３は、略矩形形状であるとしたが、この形状に
は限定されず、切り込みの位置等も防護する対象物に合わせて選択すればよい。
【００４１】
　また、本実施形態では、本体取付部とシート取付部とは、マジックテープ１５で構成し
たが、他の貼着手段により構成してもよい。
【００４２】
　また、本実施形態では、把持部９は、パイプ状の部材を折り曲げて形成したが、この形
状には、限定されない。間接活線工具１３により挟持しやすいように、凹みを有する板状
部材としてもよい。
【００４３】
　また、本実施形態では、把持部９は、絶縁具本体４の第１側壁４ａの１箇所に設けたが
、これには限定されず、第２側壁４ｂに設けてもよく、複数設けてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　以上説明したように、本発明は、間接活線工具を用いて容易に電柱および対象物に取り
付けることができるので、電柱絶縁防具およびこれを備えた絶縁防具等について有用であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の実施形態に係る絶縁防具を取り付けた状態を示す図である。
【図２】絶縁防具の電柱絶縁防具を電柱に取り付けた状態を示す図である。
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【図３】電柱絶縁防具を筒の軸方向に見た平面図であり、（ａ）は、電柱に取り付ける前
の状態を示し、（ｂ）は、電柱に取り付けた後の状態を示す図である。
【図４】電柱絶縁防具の側面図であり、（ａ）は、電柱に取り付ける前の状態を示す把持
部側から見た図であり、（ｂ）は、電柱に取り付けた状態を示す挿入口側から見た図であ
る。
【図５】防護シートを示す平面図である。
【符号の説明】
【００４６】
１　　　絶縁防具
２　　　電柱絶縁防具
３　　　防護シート
４　　　絶縁具本体
５ａ　　一の短辺
６　　　挟持部
８　　　バネ材
９　　　把持部
１０　　電柱
１１　　対象物
１３　　間接活線工具
１４　　挿入口
１５ａ　一の面（本体取付部）
１５ｂ　他の面（シート取付部）

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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